
『
杜
詩
詳
注』
（
以
下、
「
詳
注」）

巻
二
十
三
に、

仇
兆
蒸
が
杜
甫

の
絶
筆
と
し
て
載
せ
る
「
風
疾 、

舟
中
伏
枕
書
懐 、

三
十
六
韻 、

奉

呈
湖
南
親
友
（
風
疾
に、

舟
中
枕
に
伏
し
懐
い
を
書
す、

三
十
六
韻 、
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湖
南
の
親
友
に
呈
し
奉
る）」
が
あ
る。
『
詳
注』
は
詩
中
に
「
歳
陰」

(

2
)
 

「
冬
炎」
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら、

こ
の
詩
を
大
暦
五
年
（
七
七
0)

冬
の
作
と
す
る。

こ
の
詩
の、
「
詳
注」
が
八
段
落
に
分
け
る
そ
の

第
五
段
落
の
十
旬
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る。

ま

43
春
草
封
帰
恨

春
草

帰
恨
を
封
し

44
源
花
費
独
尋

源
花

独
り
尋
ぬ
る
を
費
や
す

45
転
蓬
憂
梢
梢

転
逢

憂
い
梢
梢
た
り

46
行
薬
病
溶
溶

行
薬

病
溶
溶
た
り

よ
う

う
ず

47
痙
夭
追
涌
岳

夭
を
痙
む
る
は
播
岳
を
追
い

も
と

48
持
危
覚
部
林

危
を
持
す
る
は
部
林
を
覚
む

は
じ
め
に

49
瑳
陀
翻
学
歩

嵯
陀

翻
っ
て
歩
を
学
び

50
感
激
在
知
音

感
激

知
音
に
在
り

か

51
却
仮
蘇
張
舌

却
っ
て
仮
る
蘇
張
の
舌

52
高
誇
周
宋
鐸

高
く

誇
る
周
宋
の
鐸

「
詳
注』
が
こ
の
段
落
に
つ
い
て
「
此
衰
年
留
滞
之
感。」
（
此
れ

衰
年
留
滞
の
感。）
と
述
べ
る
よ
う
に、

前
の
段
落
で
蜀
と
楚
の
地

を
放
浪
し
た
こ
と
を
述
べ
た
の
に
続
い
て、

近
頃
の
情
況
を
記
し
た

部
分
で
あ
る。
「
春
草」

以
下
の
四
旬
は
舟
中
で
病
臥
し、

い
や
増

す
望
郷
の
念
を
抱
き
つ
つ、

薬
物
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
依
然
と
し

て
放
浪
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る。

で
は
第
四
十
七
旬
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か。

夭
逝
し
た
者
を
埋
葬
し

て
涌
岳
の
故
事
を
追
思
す
る
と
い
う
表
現
が、

溜
岳
「
征
西
賦」

（「
文
選」

巻一
0)
と
「
傷
弱
子
序」
（
同
上、

李
善
注
引）
を
踏

ま
え
て
い
る
こ
と
は、
『
草
堂
詩
箋」 、
『
詳
注』 、
『
読
杜
心
解」
（
以

下、
『
心
解」）
な
ど
の
諸
注
に
指
摘
さ
れ
て
い
る。
「
征
西
賦」
に
は、

杜
詩
「

痙
夭」

考

ー
謝
宇
衡
論
文
の
検
討
を
中
心
と
し
て

1

後

藤

秋

正
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「
夭
赤
子
於
新
安、

炊
路
側
而
痙
之。
亭
有
千
秋
之
号 、

子
無
七
旬

あ
な
ほ

之
期。」
（
赤
子
を
新
安
に
夭
し、
路
側
に
吹
り
て
之
を
痙
む。
亭
に

な

千
秋
の
号
有
る
も、
子
に
七
旬
の
期
無
し。）
と
あ
る。
ま
た、
「
傷

弱
子
序」
に
は、
「
三
月
壬
寅 、

弱
子
生。
…
…

甲
辰
而
弱
子
夭 、

乙
巳
痙
子
亭
東。」
（
三
月
壬
寅 、
弱
子
生
ま
る。
…
…

甲
辰
に
し
て

弱
子
夭
し、
乙
巳

亭
の
東
に
痙
む。）
と
言
う。

し
か
し、
杜
詩
に
お
い
て
「
夭」
を
埋
葬
し
た
と
は、

誰
を
埋
葬

し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
提
出
さ

れ
て
い
る。
以
下、
こ
の
点
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み
た
い。

「
痙
夭」
の
語
を
詳
細
に
考
察
し
た
研
究
に、

謝
宇
衡
「
読
杜
識

小
（
三
則）」
（「
杜
甫
研
究
学
刊」
一
九
九
四
年
一
期。
以
下、

謝

論
文）
が
あ
る。
こ
の
論
文
は、
こ
れ
ま
で
諸
説
が
提
出
さ
れ
な
が

ら
十
分
に
は
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
こ
の
語
を
再
検
討
し、
「
夭」
が

誰
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
新
た
な
見
解
を
提
示
し
た
点
で
注
目
さ
れ

る。
そ
こ
で
謝
論
文
を
吟
味
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い。

謝
論
文
は
旧
注
の
検
討
か
ら
始
め
る。
ま
ず、
「
詳
注」
が
「
痙
夭 、

痛
児
女
之
亡 。」
（
痙
夭
は、
児
女
の
亡
き
を
痛
む。）
と
言
い、
「
心

解』
巻
五
が、
「
痙
夭 、

時
当
有
悼
瘍
事。」
（
痙
夭
は、

時
に
当
に

悼
瘍
の
事
有
る
べ
し。）
と
言
い、
『
杜
詩
鏡
鈴」
（
以
下、
「
鏡
鈴」）

巻
二
十
が
「
時
必
有
悼
瘍
事。」
（
時
に
必
ず
悼
瘍
の
事
有
り。）
と

言
っ
て、
当
時、

杜
甫
が
「
児
女」
の
死
を
悼
ん
だ
こ
と
は
既
に
指

摘
さ
れ
て
は
い
る
が、
多
く
の
注
釈
が
誰
を
埋
葬
し
た
か
に
は
ほ
と

ん
ど
言
及
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る。
そ
の
上
で
黄
鶴
注
が
埋
葬
さ

れ
た
の
は
宗
文
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
見
な
す。

謝
論
文
は
引
か
な
い
が、

黄
鶴
「
補
注
杜
詩」
「
年
譜
弁
疑」
大
暦

四
年
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
言
う。

…
…

又
云
「
痙
夭
追
溶
岳 、

持
危
覚
部
林」 。
当
在
是
年
冬

晩
作、
不
然
即
次
年
春
作。
是
年
先
生
必
有
哭
子
之
戚 、
故
用

痙
夭
事。
…
…

意
所
謂
痙
夭
即
宗
文
也。

…
…

又
云
う
「
夭
を
痙
む
る
は
播
岳
を
追
い、
危
を
持
す
る

は
部
林
を
覚
む」
と。
当
に
是
の
年
の
冬
晩
に
在
り
て
の
作
な

る
べ
し、
然
ら
ず
ん
ば
即
ち
次
年
春
の
作
な
ら
ん。
是
の
年

う
れ

先
生
必
ず
子
を
哭
す
る
の
戚
い
有
り、

故
に
痙
夭
の
事
を
用
う。

お
も

…
…

意
う
に
所
謂
夭
を
痙
む
る
は
即
ち
宗
文
な
り。

ま
た、
こ
れ
も
謝
論
文
は
引
か
な
い
が、
黄
鶴
『
補
注
杜
詩』
巻

三
十
六、
「
風
疾
舟
中」
詩
の
「
痙
夭」
の
注
で
は
以
下
の
よ
う
に

言
う。

趙
云、
公
必
有
喪
子
之
禍
而
不
明
其
為
喪
宗
文。
師
能
引
序

語
而
乃
以
為
悼
厳
武
之
亡 。
按
武
死
子
永
泰
元
年
四
月。
去
大

暦
四
年
作
詩
時
已
五
年。
又
不
応
用
痙
夭
事。
…
…

意
是
四
年
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自
漂
之
衡
時
喪
宗
文、

以
与
姦
令
有
旧、

故
痙
子
未
陽 、

而
公

死
不
果
徒
也。

趙
云
う、

公

必
ず
子
を
喪
う
の
禍
有
り
て
而
も
其
の
宗
文

を
喪
う
と
為
す
を
明
ら
か
に
せ
ず
と。

師
は
能
＜

序
語
を
引
き

て
乃
ち
以
て
厳
武
の
亡
き
を
悼
む
と
為
す。

按
ず
る
に
武
は
永

泰
元
年
四
月
に
死
す。

大
暦
四
年

詩
を
作
る
時
を
去
る
こ
と

已
に
五
年。

又
応
に
痙
夭
の
事
を
用
う
べ
か
ら
ず。

…
…

意
う

に
是
の
四
年

澤
よ
り

衡
に
之
く
時

宗
文
を
喪
い、

最
令
と

旧
有
る
を
以
て、

故
に
未
陽
に
痙
め、

公
死
し
て
徒
す
を
果
た

さ
ざ
る
な
り。

謝
論
文
は
誰
を
埋
葬
し
た
か
に
言
及
し
た
の
は
黄
鶴
が
最
初
で
あ

る
と
述
べ
る
が、

そ
れ
は
誤
認
で
あ
り、

趙
次
公
は
宗
文
を
喪
っ
た

(

3
)
 

こ
と
を
明
言
し
な
い
も
の
の
「
補
注
杜
詩」
の
指
摘
に
見
え
る
よ
う

に、

師
手
が
厳
武
の
死
を
指
す
と
い
う
見
解
を
提
出
し
て
お
り、

黄

鶴
は
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で、

師
手
の
説
を
否
定
し
て
宗
文
を
未
陽

に
残
葬
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
見
な
し
た
の
で
あ
る。

も
ち
ろ
ん
「
痙
夭」

の
語
は、

播
岳
の
「
傷
弱
子
序」

が、

洛
陽

か
ら
長
安
に
復
婦
す
る
途
次、

生
ま
れ
て
七
旬
に
満
た
ず
し
て
亡
く

(
4
)
 

な
っ
た
嫡
子
を
悼
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
以
上、

厳
武
（
七
二

六
＼

七
六
五）
の
よ
う
に
夭
逝
し
た
と
は
言
え
な
い
成
人
の
死
を
悼

ん
だ
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い。

黄
鶴
は
厳
武
の
死
後、

五
年
が

経
過
し
て
い
る
こ
と
を
師
手
説
否
定
の
根
拠
と
し
て
い
る
が、

死
後

の
経
過
年
数
の
問
題
で
は
な
い。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
再
び

述
べ
よ
う。

謝
論
文
は
言
及
し
な
い
が
『
草
堂
詩
箋」
と
「
分
門
集

注
杜
工
部
詩」
も
厳
武
の
死
を
悼
ん
だ
と
見
な
し
て
い
る。

こ
こ
は

『
草
堂
詩
箋」
を
引
い
て
お
こ
う。

マ
マ

「
痙
夭
追
藩
岳」 、

悼
厳
武
之
亡
也。

渚
岳
「
傷
弱
子
序」

曰 、

…
… 。

又
「
征
西
賦」 、

…
… 。

「
持
危
覚
部
林」 、

言
武
之
死

朝
廷
失
大
材
也。

「
夭
を
痙
む
る
は
灌
岳
を
追
う」

は、

厳
武
の
亡
き
を
悼
む

な
り。

溜
岳
の
「
弱
子
を
傷
む
序」
に
曰
く、
…
…
と。

又
「
征

西
の
賦」

に、

…
…
と。
「
危
を
持
す
る
は
郵
林
を
覚
む」

は、

武
の
死
し
て
朝
廷

大
材
を
失
う
を
言
う
な
り。

（「
草
堂
詩
箋
j

補
遺
巻一
0)

こ
れ
は、

杜
詩
の
「
持
危」

の
語
が
「
論
語
j

季
氏
篇
の
「
危
而

不
持。」
（
危
う
く
し
て
持
せ
ず。）
を
踏
ま
え
る
と
考
え
た
た
め
に、

前
の
旬
も
厳
武
を
言
う
と
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う。

し
か
し
杜
詩
の

の
「
持
危」

は、

危
機
に
瀕
し
た
国
家
を
支
え
る
と
い
う
意
味
で
は

あ
る
ま
い。

こ
の
語
は
『
全
唐
詩』
に
あ
と一
例
し
か
見
え
ず、

費

冠
卿
の
五
律
「
桂
樹
藤」
（「
全
唐
詩」

巻
四
九
五）
に、

向
日
助
成
陰

日
に
向
か
い
て
助
け
て
陰
を
成
し

か

当
風
藉
持
危

風
に
当
た
り
て
藉
り
て
危
を
持
す
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と
詠
じ
ら
れ
る。

こ
の
詩
で
も
吹
く

風
に
対
し、

樹
木
に
支
え
ら
れ

て
立
つ
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る。

ま
た
「
部

林」

の
語
も、
『
山
海
経」
海
外
北
経
に
見
え
る、

考
父
の
棄
て
た

杖
が
部
林
と
化
し
た
故
事
に
基
づ
い
て
身
体
を
支
え
る
杖
を
探
す
こ

と
を
い
う
の
で
あ
っ
て、

厳
武
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い。

さ
ら
に
謝
論
文
は
「
銭
注
杜
詩」
（
以
下、
「
銭
注」）

が
宗
文
を

指
す
と
す
る
説
に
反
論
を
加
え
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る。

「
銭
注」

巻
十
八
が
反
論
の
対
象
と
す
る
の
は
黄
鶴
の
説
で
あ
る。

痙
夭 、

征
西
賦 、

…
… 。

黄
鶴
因
痙
夭一
語、

疑
為
宗
文
之

故。

年
譜
遂
大
書
曰 、

是
年
四
月
宗
文
卒、

則
妄
癸 。

潤
州
刺

史
奨
晃
叙
杜
工
部
小
集
云 、

君
有
宗
文
宗
武、

近
知
所
在、

漂

寓
江
陵 。

則
宗
文
之
亡 、

実
在
工
部
没
後
也。

痙
夭
は、

灌
岳
の
征
西
の
賦
に、

…
…
と。

黄
鶴
は
痙
夭
の

一
語
に
因
り
て、

疑
い
て
宗
文
の
故
と
為
す。

年
譜
に
遂
に
大

書
し
て
日
う、

是
の
年
四
月
宗
文
卒
す
と、

則
ち
妄
な
り。

潤

州
刺
史
奨
晃
は
杜
工
部
小
集
に
叙
し
て
云
う、

君
に
宗
文
宗
武

有
り、

近
ご
ろ
所
在
を
知
る
に、

江
陵
に
漂
寓
す
と。

則
ち
宗

文
の
亡
き
は、

実
に
エ
部
の
没
後
に
在
る
な
り。

こ
こ
に
「
年
譜」

と
あ
る
の
は
先
に
引
い
た
「
補
注
杜
詩」
「
年

譜
弁
疑」

の
こ
と
で
あ
る。
『
銭
注」
が
引
く

奨
晃
「
杜
工
部
小
集

序」
（『
銭
注」

附
録）

に
は、
「
エ
部
員
外
郎
杜
甫、

字
子
美 。

…
…

君
有
子
宗
文
宗
武、

近
知
所
在、

漂
寓
江
陵 。」
（
エ
部
員
外
郎

杜
甫、

字
は
子
美 。
…
…

君
に
子
宗
文
宗
武
有
り、

近
ご
ろ
所
在
を

知
る
に、

江
陵
に
漂
寓
す。）
と
い
う
記
述
が
あ
る。

宗
文
ら
の
生

存
が
事
実
で
あ
れ
ば、

杜
甫
が
宗
文
の
死
を
念
頭
に
置
い
て
「
夭
を

痙
む」
と
言
う
こ
と
は
あ
り

得
な
い。

宗
文
の
生
年
は
は
っ
き
り
し

な
い。

た
だ
陳
冠
明
・

孫
懐
婢
「
杜
甫
親
巻
交
遊
行
年
考』
（
上
海

古
籍
出
版
社、

二
0
0
六）
が
推
定
す
る
よ
う
に、

天
宝
九
載
（
七

五
0)
前
後
に
生
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば、

大
暦
四
・

五
年
に
は
二

十
歳
前
後
に
は
な
っ
て
お
り、

仮
に
宗
文
を
指
す
と
認
め
た
に
し
て

も、

こ
れ
を
「
夭」

と
称
す
る
に
は
無
理
が
あ
る。
「
銭
注」
「
注
杜

略
例」

が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
は、

こ
れ
も
黄
鶴
の
発
言
を
否
定

し
た
も
の
で
あ
る。

元
微
之
墓
誌
載
嗣
子
宗
武、

譜
以
宗
文
為
早
世
也。

遂
大
書

子
大
暦
四
年
日 、

夏
復
回
渾
州 、

宗
文
夭 。

按
焚
晃
小
集
叙、

子
美
没
後、

宗
文
尚
漂
寓
江
陵
也。

若
此
之
類、

則
愚
而
近
子

妄
癸 ゜元

微
之
の
墓
誌
に
嗣
子
宗
武
を
載
せ、

譜
は
宗
文
を
以
て
早

世
す
と
為
す
な
り。

遂
に
大
暦
四
年
に
大
書
し
て
日
う、

夏
復

た
澤
州
に
回
り、

宗
文
夭
す
と。

按
ず
る
に
奨
晃
の
小
集
叙
に、

子
美
の
没
後、

宗
文
は
尚
お
江
陵
に
漂
寓
す
る
な
り
と。

此
の

若
き
の
類
は、

則
ち
愚
に
し
て
妄
に
近
し。
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『
詳
注」
は
「
風
疾
舟
中」

詩
の
条
（
巻
二
三）
に
お
い
て
も
黄

鶴
の
説
に
反
論
を
加
え
る。
「
詳
注』
は
ま
ず
「
痙
夭 、

痛
児
女
之

亡 。」
（
痙
夭
は、

児
女
の
亡
き
を
痛
む。）
と
述
べ
て
「
児
女」

が

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
指
す
と
い
う
点
は
認
め
な
が
ら、

語
注
に
お
い

て、
「
黄
鶴
以
痙
夭
為
葬
宗
文。」
（
黄
鶴
は
夭
を
痙
む
る
を
以
て
宗

文
を
葬
る
と
為
す。）
と
言
い、

詩
の
末
尾
に、
「
今
按 、

宗
文
若
卒

於
湖
南 、

応
有
哭
子
詩、

集
中
未
嘗
見、

亦
黄
氏
意
擬
之
詞
耳 。」

（
今
按
ず
る
に、

宗
文
若
し
湖
南
に
卒
す
れ
ば、

応
に
子
を
哭
す
る

詩
有
る
べ
し、

集
中
未
だ
嘗
て
見
ず、

亦
黄
氏

意
も
て
擬
す
る
の

詞
な
る
の
み。）
と
述
べ
て、

杜
甫
の
集
中
に
は、

宗
文
の
死
を
哭

し
た
「
哭
子
詩」

が
見
え
な
い
こ
と
か
ら、

黄
鶴
の
見
解
は
臆
測
に

過
ぎ
な
い
と
見
な
す
の
で
あ
る。

謝
論
文
が
指
摘
す
る
と
お
り、

黄
鶴
の
説
に
反
駁
し
な
が
ら、

別

の
見
解
を
提
示
し
た
の
は
施
鴻
保
「
読
杜
詩
説」
巻
二
十
三
で
あ
る。

「
読
杜
詩
説」
は
「
入
衡
州」

の
注
で
以
下
の
議
論
を
展
開
す
る。

長

く
な
る
が
叙
述
の
都
合
上、

次
に
引
い
て
お
こ
う。

「
入
衡
州」

云 、
「
遠
帰
児
侍
側 、

猶
乳
女
在
労」 。

今
按
此

是
自
叙。

公
先
有
二
女 、
「
北
征」

詩
云 、
「
床
前
両
嬌
女」 、

可
證。

計
其
年
当
已
皆
嫁 、

前
説
呉
郎
司
法
・

王
郎
司
直、

疑

即
両
女
之
壻 。

此
云
「
猶
乳
女」 、

則
公
晩
年
又
生一
女
也、

後
「
風
疾
舟
中」
詩、
「
痙
夭
追
灌
岳」 、

或
即
此
女
早
瘍 、

播

岳
詩、

亦
瘍
女
也。

黄
鶴
以
元
棋
墓
志、

但
言
宗
武、

謂
宗
文

早
夭 、

痙
夭
即
宗
文。

此
注
謂
宗
文
若
夭 、

公
当
有
哭
子
詩、

集
中
未
見、

即
非
也。

此
説
亦
未
明
晰 。

宗
文
年
雖
無
考、

惟

マ

マ

拠
「
大
暦
二
年
熟
食
日
示
二
子」

詩、

及
前
「
催
宗
文
督
修
鶏

柵」

等
詩、

其
年
当
已
不
小、

若
即
前
詩
所
云 、

不
応
称
夭
失 。

此
女
是
六
十
左
右
所
生、

又
当
奔
走
道
路
之
時、

或
致
不
育、

痙
夭
疑
即
是
也。

「
衡
州
に
入
る」

に
云
う、
「
遠
く

帰
れ
ば
児
は
側
に
侍
す、

む
す
め

猶
お
乳
し
て
女
は
労
に
在
り」

と。

今
按
ず
る
に
此
れ
は
是
れ

自
ら
叙
ぶ。

公
先
に
二
女
有
り、
「
北
征」

の
詩
に
云
う、
「
床

前

両
嬌
女」
と、

證
す
可
し。

其
の
年
を
計
る
に
当
に
已
に

皆
な
嫁
す
べ
し、

前
に
呉
郎
司
法
・

王
郎
司
直
を
説
い
て、

即

(
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ち
両
女
の
壻
な
ら
ん
か
と
疑
う。

此
に
「
猶
お
女
に
乳
す」
と

云
う
は、

則
ち
公

晩
年
に
又一
女
を
生
む
な
り、

後
の
「
風

疾
舟
中」
詩
の、
「
夭
を
痙
め
て
溜
岳
を
追
う」

は、

或
い
は

即
ち
此
の
女
は
早
瘍
せ
し
な
ら
ん、

涌
岳
の
詩
も、

亦
瘍
女
な

り。

黄
鶴

元
棋
の
墓
志
に、

但
だ
宗
武
を
言
う
を
以
て、

宗

文
は
早
に
夭
す、

夭
を
痙
む
る
は
即
ち
宗
文
と
謂
う。

此
の
注

に
宗
文
若
し
夭
す
れ
ば、

公

当
に
子
を
哭
す
る
詩
有
る
べ
し、

集
中
に
未
だ
見
ざ
る
は、

即
ち
非
な
り
と
謂
う。

此
の
説
も
亦

未
だ
明
晰
な
ら
ず。

宗
文
の
年
は
考
う
る
無
し
と
雖
も、

惟
だ

(5) 



「
大
暦
二
年
熟
食
日
二
子
に
示
す」

詩、

及
び
前
の
「
宗
文
を

マ

マ

催
し
て
鶏
柵
を
督
修
せ
し
む」
等
の
詩
に
拠
る
に、

其
の
年
は

当
に
已
に
小
な
ら
ざ
る
べ
し、

即
ち
前
の
詩
の
云
う
所
の
若
き

は、

夭
と
称
す
る
に
応
ぜ
ず。

此
の
女
は
是
れ
六
十
左
右
の
生

む
所
に
し
て、

又

道
路
に
奔
走
す
る
の
時
に
当
た
り、

或
い

は
育
た
ざ
る
を
致
す、

痙
夭
は
疑
う
ら
く
は
即
ち
是
れ
な
り。

こ
こ
で
「
灌
岳
の
詩」

と
言
っ
て
い
る
の
は
「
稚
子」

の
死
を
悼

ん
だ
「
思
子
詩」
（『
芸
文
類
衆』
巻
三
四）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う。

た
だ
し
「
思
子
詩」

は、
「
傷
弱
子
序」

で
述
べ
ら
れ
た
男
児
の
死

を
悼
ん
だ
も
の
で
あ
っ
て
「
瘍
女」

を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い。

あ
る
い
は
「
金
鹿
哀
辞」
（「
芸
文
類
衆」
巻
三
四）
を
指
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か。

施
鴻
保
は
杜
甫
が
晩
年、

六
十
歳
前
後
に
儲
け
た、

(
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「
早
瘍」

し
た
女
児
を
埋
葬
し
た
と
考
え
た
の
で
あ
る。

し
か
し
謝

論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に、
「
入
衡
州」
に
見
え
る
乳
飲
み
子
の
「
女

児」
が
「
痙
夭」

の
対
象
と
な
っ
た
子
を
指
す
と
明
確
に
判
断
で
き

る
材
料
は
な
い。

ま
た
「
読
杜
詩
説」
は
先
の
議
論
に
続
け
て
自
説
を
補
強
し、

次

の
よ
う
に
も
言
う。

謝
論
文
は
こ
の
部
分
に
は
言
及
し
な
い。

又
按
前
「
暮
秋
柾
斐
道
州
手
札」
云 、
「
使
我
昼
立
煩
児
孫。」

則
公
此
時
已
有
孫、

且
年
必
不
少、

故
可
扶
立。

惟
不
知
即
宗

武
子
嗣
業
否
耳 、

或
是
宗
文
之
子。

元
棋
墓
志、

既
不
及
宗
文、

宜
並
不
及
其
子
也。

又
按
ず
る
に
前
の
「
暮
秋
斐
道
州
が
手
札
を
柾
ぐ」

に
云
う、

「
我
を
し
て
昼
に
立
つ
に
児
孫
を
煩
わ
さ
し
む。」
と、

則
ち
公

お
さ
な

此
の
時
已
に
孫
有
り、

且
つ
年
必
ず
少
か
ら
ず、

故
に
立
つ

を
扶
く
可
し。

惟
だ
即
ち
宗
武
の
子
の
嗣
業
な
る
か
否
か
を
知

ら
ざ
る
の
み、

或
い
は
是
れ
宗
文
の
子
か。

元
模
の
墓
志
は、

既
に
宗
文
に
及
ば
ず、

宜
し
く

並
び
に
其
の
子
に
及
ば
ざ
る
べ

き
な
り。

「
暮
秋 、

柾
斐
道
州
手
札 、

率
爾
遣
興
寄 、

遁
呈
蘇
換
侍
御」

（「
詳
注」

巻
二
三）
に
は、

次
の
よ
う
に、

昼
間
は
子
供
や
孫
に
助

け
ら
れ
て
立
つ
こ
と
が
詠
じ
ら
れ
る。

使
我
昼
立
煩
児
孫

我
を
し
て
昼
立
つ
に
児
孫
を
煩
わ
さ
し
め

令
我
夜
坐
費
燈
燭

我
を
し
て
夜
坐
す
る
に
燈
燭
を
費
さ
し
む

施
鴻
保
は
こ
の
詩
の
「
児
孫」

を
宗
文
か
宗
武
の
子
で
あ
ろ
う
と

推
測
し
た
の
で
あ
る。

し
か
し、
「
入
衡
州」

に
言
う
「
女」

は
乳

飲
み
子
で
あ
っ
て、

杜
甫
の
起
居
を
扶
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る。

さ
て
謝
論
文
は
以
上
に
見
た
よ
う
な
検
討
を
経
て、

当
時、

杜
甫

の
身
辺
に
「
入
衡
州」

の
「
猶
乳
女
在
労」

の
旬
に
言
う
「
女」

が

い
た
こ
と
は
確
か
だ
が、
「
風
疾
舟
中」
詩
の
「
痙
夭」

は
こ
れ
と

は
関
わ
り
が
な
い
と
言
い、
「
自
京
赴
奉
先
県
詠
懐
五
百
字」
（『
詳

注』
巻
四）
の
以
下
の
旬
を
引
き、

新
た
な
見
解
を
提
示
す
る。

(6) 



ま
ず
謝
論
文
の
所
説
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
が、

謝
論
文
は
先

85
入
門
聞
号
眺

門
に
入
れ
ば
号
眺
を
聞
く

86
幼
子
餓
已
卒

幼
子

餓
え
て
已
に
卒
す
と

な
ん

87
吾
寧
捨一
哀

吾
寧
ぞ
一
哀
を
捨
て
ん
や

88
里
巷
亦
嗚
咽

里
巷
も
亦
嗚
咽
す

89
所
愧
為
人
父

愧
ず
る
所
は
人
の
父
と
為
り
て

90
無
食
致
夭
折

食
無
く
し
て
夭
折
を
致
せ
し
こ
と

天
宝
十
四
載
（
七
五
五）

十一
月、

杜
甫
は
長
安
か
ら
家
族
を
預

け
て
あ
っ
た
奉
先
県
（
映
西
省
蒲
城
県）
へ
赴
い
た。

す
る
と
「
幼

子」

が
餓
死
し
て
い
た
の
で
あ
る。

幼
子
の
年
齢
と
性
別
は
不
明
だ

が、

至
徳
二
載
（
七
五
七）

閏
八
月、

鄭
州
（
映
西
省
富
県）
の
先

村
で
書
か
れ
た
「
北
征」
（「
詳
注』
巻
五）
で
は、
「
休
前
両
小
女 、

わ
ず

補
綻
才
過
膝」
（
肱
前
の
両
小
女 、

補
綻
し
て
オ
か
に
膝
を
過
ぐ）

と
あ
る
か
ら、

二
人
の
少
女
よ
り
も
年
下
の
女
児
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い。

謝
論
文
は
「
自
京
赴
奉
先
県
詠
懐
五
百
字」

を
引
用
し
て、

「
用
灌
岳
事、

表
明
此
際
亦
念
及
此一
悲
惨
事
件。」
「
故
郡
見
認
為

「
痙
夭」
一
語
乃
指
奉
先
幼
子
之
夭
折 、

与
「
猶
乳
女」
無
渉 。」

と

述
べ、
「
痙
夭」

は
奉
先
県
で
幼
子
を
夭
折
さ
せ
た
こ
と
を
指
す
と

結
論
づ
け
る
の
で
あ
る。

に
発
表
さ
れ
た
呉
鷺
山
「
杜
詩
弁
釈
七
例」

四
（「
杜
詩
論
叢」

浙

江
文
芸
出
版
社、
一
九
八
三。

以
下、

呉
論
文）
に
は
言
及
し
な
い。

呉
論
文
も
「
痙
夭」

の
二
旬
を
取
り

上
げ
て
い
る。

呉
論
文
は
聞一

多
「
少
陵
先
生
年
譜
会
箋」
（「
聞一
多
全
集」
開
明
書
店 、
一
九
四

八。

大
安、
一
九
六
七
影
印）

が
大
暦
五
年
の
条
で、

黄
鶴
注
が

「
夭」
は
宗
文
を
指
す
と
し
た
見
解
を
否
定
し
て、
「
港
岳
「
征
西
賦」

中
之
「
夭』

是
赤
子、

宗
文
是
時
計
年
当
已
及
冠 、

不
得
謂
為
赤

子。」
（
引
用
は
原
文
の
通
り）
と
指
摘
し
た
こ
と
を
肯
定
す
る。

宗

文
は
成
人
に
達
し
て
い
た
の
で
灌
岳
の
い
う
「
赤
子」

に
は
相
当
し

な
い
と
い
う
の
で
あ
る。

た
だ
し
聞一
多
が、
「
夭」

は
「
入
衡
州」
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詩
の
「
猶
乳
女
在
芳」

の
旬
に
見
え
る
女
児
を
指
す
と
し
た
見
解
に

は
同
意
せ
ず、

結
論
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る。

按
杜
甫
旅
泊
湖
南
時
期、

家
累
根
重、

子
女
幼
小
的
恐
伯
還

不
止
那
個
哺
乳
的
女
核 。
「
暮
秋
柾
斐
道
州
手
札」

有
「
使
我

昼
立
煩
児
孫」

之
旬、

看
来
詩
人
此
時
已
経
有
了
孫
子。
「
痙

夭」

之
「
夭」 、

根
難
確
定
是
咄一
個
咳
子。

説
者
以
不
必
実

指
為
妥 ゜

夭
逝
し
た
子
は
ど
の
子
と
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が、
「
暮
秋 、

柾
袈
道
州
手
札 、

率
爾
遣
興
寄 、

遁
呈
蘇
換
侍
御」

に
も
「
児
孫」

の
語
が
見
え
て
い
る
よ
う
に、
「
孫
子」

を
指
す
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る。

(7) 



「
夭」
は
奉
先
県
で
亡
く
な
っ
た
幼
児
を
指
す
と
す
る
謝
論
文
の

見
解
に
疑
問
を
呈
し
た
の
が、

李
殿
元
・

李
紹
先
「
絶
筆
詩
中
的

「
痙
夭」
之
謎」
（「
杜
甫
懸
案
掲
秘』
四
川
大
学
出
版
社、
一
九
九
六゚

以
下、

李
論
文）
で
あ
る。

李
論
文
は
謝
論
文
を
検
討
し
て、

謝
論

文
が
「
入
衡
州」

の
「
女」

と
「
風
疾
舟
中」

の
「
痙
夭」

と
は
無

関
係
で
あ
る
と
見
な
し
た
こ
と
に
対
し
て、

こ
れ
は
推
測
で
あ
っ
て

根
拠
が
不
明
確
で
あ
る
と
し、

さ
ら
に
「
自
京
赴
奉
先
県
詠
懐
五
百

字」

に
見
え
る
餓
死
し
た
「
幼
子」
を
指
す
と
す
る
結
論
に
つ
い
て、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る。

杜
甫
会
不
会
在
身
臨
絶
境
•

生
命
将
尽
之
時
想
起
十
五
年
前

那
悲
惨
的一
幕
呪
？

十
五
年
来、

杜
甫
乱
離
憂
患
・

漂
泊
四
方、

悲
傷
苦
痛
之
身
不
知
経
歴
了
多
少、

杜
甫
何
以
単
単
想
起
了
幼

子
之
死
事
？
我
何
感
到 、

這
些
問
題
井
不
是
那
仏
好
回
答
的。

所
以、

杜
甫
絶
筆
詩
中
的
「
痙
夭」 、

初
是一
謎 。

臨
終
に
近
い
杜
甫
が
十
五
年
前
の
悲
惨
な
出
来
事
を
想
起
で
き
た

か、

十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
多
く
の
痛
切
な
経
験
を
し
て
き
た
彼
が、

た
だ
奉
先
で
の
幼
子
の
死
だ
け
を
想
起
し
た
で
あ
ろ
う
か
と
疑
問
を

呈
し、

こ
の
問
題
に
は
適
切
な
「
回
答」

は
な
く、

謎
の
ま
ま
だ
と

述
べ
る
の
で
あ
る。

確
か
に
杜
甫
が
十
五
年
前
の
奉
先
県
で
の
出
来

事
に
限
定
し
て
「
痙
夭」

と
詠
じ
た
と
す
る
こ
と
に
は
再
考
の
余
地

が
あ
る
だ
ろ
う。

し
か
し、
「
痙
夭」

の
語
は
繰
り

返
す
ま
で
も
な

く
幼
子
を
埋
葬
す
る
こ
と
で
あ
っ
て、

幼
子
の
死
を
述
べ
た
こ
と
に

は
疑
問
の
余
地
は
な
い。

李
論
文
は
黄
鶴
の
説 、
「
詳
注」
の
説 、

『
読
杜
詩
説」
の
説
な
ど
を
紹
介
す
る
も
の
の、
「
痙
夭」

の
語
の
解

釈
を
示
す
に
は
至
っ
て
い
な
い。

「
痙
夭」

が
誰
を
埋
葬
し
た
か
に
つ
い
て
の
諸
説
は、

結
局
の
と

こ
ろ
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う。

①
杜
甫
の
長
子、

宗
文。

黄
鶴
「
補
注
杜
詩」 。

②
厳
武。
「
草
堂
詩
箋」
補
遺、
「
分
門
集
注
杜
工
部
詩』 。

③
「
入
衡
州」

詩
の
「
猶
乳
女
在
芳」

の
旬
に
見
え
る
「
女」 、

杜
甫
が
六
十
歳
前
後
に
儲
け
た、
「
早
瘍」

し
た
杜
甫
の
女
児。

『
読
杜
詩
説』 。

鈴
木
虎
雄
『
杜
少
陵
詩
集」
（
国
民
文
庫
刊
行

会、
一
九
三
一
） 。

聞一
多
「
少
陵
先
生
年
譜
会
箋』 、
『
杜
甫

年
譜」
（
四
川
人
民
出
版
社、
一
九
五
八） 、

信
応
挙
「
杜
詩
新

補
注」
（
中
州
古
籍
出
版
社、

二
0
0
二） 。

④
「
児
孫」 、

杜
甫
の
孫。

呉
論
文。

⑤
「
児
女」 、
「
小
女」 、

あ
る
い
は
「
悼
瘍
の
事」

と
の
み
述
べ

て
対
象
を
特
定
し
な
い。
「
詳
注」 、
「
心
解』 、
「
鏡
鈴」 。

韓
成

四

(8) 



武
・

張
志
民
『
杜
甫
詩
全
訳」
（
河
北
人
民
出
版
社、

七） 。

⑥
奉
先
県
で
餓
死
し
た
「
幼
子」 。

謝
論
文。

⑦
「
謎」

で
あ
っ
て
回
答
は
な
い。

李
論
文。

①
と
②
に
つ
い
て
言
え
ば、

杜
甫
は
「
夭」

を、
「
痙
夭
追
渚
岳」

と
「
無
食
致
夭
折」

の
旬
に
お
い
て
の
み
用
い
て
い
る。

こ
れ
は
播

岳
「
傷
弱
子
序」

か
ら
も
見
て
と
れ
る
よ
う
に、

幼
く
し
て
死
ぬ
こ

(8)
 

と
を
指
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る。

従
っ
て
成
人
に
達

し
て
没
し
た
宗
文
と
四
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
厳
武
（
七
二
六
＼

七
六

(

9
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五）
を
指
す
こ
と
は
あ
り

得
な
い。
で
は
③
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か。
「
読

杜
詩
説」
の
説
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た。

鈴
木
虎
雄
「
杜
少
陵

詩
集」
は
「
痙
夭」

の
「
字
解」

で
以
下
の
よ
う
に
言
う。

わ
か
死
に
せ
し
も
の
を
う
づ
め
る、

作
者
の
子
の
幼
死
せ
し

も
の
を
い
ふ、

想
像
す
る
に
「
入
衡
州」

詩
の
猶
乳
女
在
傍
と

あ
る
乳
児
な
ど
の
没
せ
し
な
ら
ん。

黄
鶴
が
注
に
長
男
宗
文
を

葬
る
と
な
せ
る
は
夭
の
字
に
あ
は
ず。

「
作
者
の
子」

と
言
う
以
上、

鈴
木
説
も
杜
甫
が
晩
年
に
子
を
儲

け
た
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る。

近
年
の
『
杜
詩
新
補
注』
は
黄

鶴
の
説
を
誤
り
と
見
な
し、

次
の
よ
う
に
述
べ
る。

杜
甫
晩
年
猶
生一
女 、

其
在
『
入
衡
州』

詩
中
云 、
「
遠
帰

児
侍
側 、

猶
乳
女
在
芳」 。

此
女
猶
乳 、

当
不
過
―
――
歳 。

痙

一
九
九

夭
応
指
此
女 。

「
入
衡
州」

詩
の
「
女」

は
杜
甫
が
晩
年
に
儲
け
た
子
で
あ
っ
て、

「
夭」

は
こ
の一
・

ニ
歳
の
子
を
指
す
と
考
え
る
の
で
あ
る。
「
杜
甫

親
巻
交
遊
行
年
考」
「
杜
甫
家
人
行
年
考」

の
「
山
妻」

の
条
で
は、

こ
の
子
の
母
親
は
杜
甫
が
雙
州
で
姿
っ
た
後
妻
を
指
す
と
言
い、

「
奉
酬
辞
十
二
判
官
見
贈」
（「
詳
注」
巻一
九）
と
「
孟
倉
曹
歩
趾 、

領
新
酒
醤
二
物、

満
器
見
遺
老
夫」
（「
詳
注」
巻
二
0)
を
用
例
と

し
て
引
く。

大
暦
二
年
（
七
六
七）
の
秋
の
作
と
さ
れ
る
後
者
に
は、

な
ん

「
理
生
那
免
俗 、

方
法
報
山
妻」
（
理
生
那
ぞ
俗
を
免
れ
ん、

方
法

山
妻
に
報
ぜ
よ）
の
旬
が
あ
る。
『
杜
甫
親
巻
交
遊
行
年
考」
は
こ

の
「
山
妻」

を
辞
判
官
の
仲
立
ち
に
よ
っ
て
要
っ
た
慶
州
の
婦
人
と

(10)
 

解
し
た
の
で
あ
る。

年
齢
か
ら
考
え
て
妻
の
楊
氏
が
生
ん
だ
子
と
は

見
な
せ
な
い
の
で、
「
山
妻」

の
子
で
あ
る
と
す
れ
ば、
「
夭」

の
語

と
は
符
合
す
る。

④
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た。

杜
甫
は
晩
年
に
孫

が
い
た
ら
し
い
こ
と
は
『
読
杜
詩
説」
に
も
指
摘
が
あ
っ
た。

⑤
に

つ
い
て
補
足
し
て
お
こ
う。
『
杜
甫
詩
全
訳」
は
「
杜
甫
当
有
小
女

在
湖
南
病
死、

故
用
灌
岳
事。」

と
言
っ
て
い
る。
こ
れ
は
『
心
解」 、

『
鏡
鈴」
の
指
摘
を
承
け
た
も
の
で
あ
る。

で
は
⑥
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か。

再
度
述
べ
る
な
ら
ば、

謝
論
文
は

奉
先
県
で
餓
死
し
た
「
幼
子」

を
指
す
と
す
る
主
要
な
論
拠
の一
っ

を
「
入
衡
州」

と
「
風
疾
舟
中」

詩
の
特
色
の
相
違
に
見
出
し
て
い

(9) 



る。

謝
論
文
は、

前
者
が
最
近
の
出
来
事
を
述
べ
る
こ
と
に
重
点
を

置
く
の
に
対
し
て、

後
者
の
述
べ
る
ほ
と
ん
ど
の
事
柄
は
当
時
起
こ

っ
た
こ
と
で
は
な
く、
「
心
解」
が
「
純
是
老
人
病
懲
時、

追
思
歴
歴、

も
っ
ば

つ
か

寄
謝
種
種
情
状。
（
純
ら
是
れ
老
人

病
み
懲
れ
し
時、

追
思
す
る

こ
と
歴
歴
と
し
て、

寄
せ
て
種
種
の
情
状
を
謝
す。）」

と
述
べ
て
い

る
よ
う
に、

二
種
憎
悦
悦
迷
離
的
精
神
状
態
（
ぼ
ん
や
り
し
て、

は
っ
き
り
と
区
別
が
つ
か
な
い
精
神
状
態）」

に
あ
っ
て、

過
去
を

追
懐
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
う。

し
か
し、

こ
れ
は
依
拠
す
る
「
心

解』
が
「
春
草」
以
下
の
旬
に
つ
い
て、
「
此
六
旬、

皆
指
近
態。
（
此

の
六
旬
は、

皆
な
近
態
を
指
す。）」

と
言
っ
て
い
る
こ
と
と
も
翻
顧

を
き
た
そ
う。
「
心
解」

は
「
痙
夭」

の
旬
が
「
近
態」 、

つ
ま
り

近

頃
の
情
況
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
の
で
あ
り、

こ
の

旬
も
含
め
て、

朦
朧
と
し
た
精
神
状
態
の
中
で
過
去
の
こ
と
を
述
べ

た
と
見
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る。

こ
の
点
で
「
杜
甫

懸
案
掲
秘」

の
謝
論
文
に
対
す
る
批
判
は
正
し
い。

さ
ら
に
言
え
ば、

謝
論
文
は
「
持
危」

の
語
を、

足
取
り
の
お
ぼ
つ
か
な
い
体
を
支
え

(
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る
と
す
る
通
説
と
は
異
な
っ
て、
「『
持
危」

即
扶
危 。

危 、

指
国
事

危
殆 。」

と
解
釈
す
る。

こ
う
し
た
解
釈
を
と
っ
た
の
は、

過
去
の

出
来
事
を
追
憶
す
る
と
い
う

解
釈
と
整
合
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
た
か

ら
で
は
な
か
ろ
う
か。

そ
も
そ
も、

朦
朧
と
し
た
精
神
状
態
に
あ
っ

た
な
ら
ば
七
十
二
旬
か
ら
な
る
長
篇
「
風
疾
舟
中」

詩
を
残
せ
る
も

お
わ
り
に

の
で
あ
ろ
う
か。

「
痙
夭」

の
語
は、

幼
児
を
失
う
と
い
う
偶
発
的
な
条
件
の
下
で

用
い
ら
れ
る
語
で
あ
り、

詩
に
お
け
る
用
例
は
極
め
て
稀
で
あ
る。

杜
甫
以
前
に
用
例
は
な
く、

そ
の
後
も、

南
宋
末
期
か
ら
元
に
か
け

(

12
)
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て
の
人
で
あ
る
劉
読

(―
二
六
八
s

一
三
五
0)
と
柳
貰
(―
二
七

O
S

一
三
四
二）

の
詩
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る。

劉
読
の
五
律

「
痙
夭」
（『
桂
隠
詩
集」

巻
三）

は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る。

鑽
髪
忽
如
此

鑽
髪

忽
ち
此
の
如
し

今
朝
復
痙
孫

今
朝

復
た
孫
を
痙
む

相
看
知
極
苦

相
い
看
て
苦
し
み
を
極
む
る
を
知
る

し
ば
ら

少
待
亦
能
言

少
＜

待
ち
て
亦
言
う
能
わ
ず

巳
巳
成
泡
滅

已
み
已
み
て
泡
と
成
り
て
滅
し

胴
眼
但
目
存

眼
眼
と
し
て
但
だ
目
に
存
す
る
の
み

老
天
均
賦
受

老
天

均
し
く

賦
受
す

と
も

夭
寿
与
誰
論

夭
寿

誰
と
与
に
論
ぜ
ん

第
二
旬
に
あ
る
よ
う
に
劉
読
は
孫
を
失
っ
た
の
で
あ
る。

劉
読
に

は
杜
甫
「
遊
竜
門
奉
先
寺」
（「
詳
注」

巻
一
）

に
次
韻
し
た
「
和
諸

友
登
洞
巌 、

用
工
部
竜
門
寺
韻 、

三
首」
（「
桂
隠
詩
集」

巻
一） 、

杜
甫
「
促
織」
（『
詳
注」
巻
七）
に
次
韻
し
た
「
促
織 、

和
工
部
韻」

( 10) 



（『
桂
隠
詩
集」

巻
三）

が
あ
る
ほ
か、
「
彰
清
源
用
前
韻
相
属 、

奉

和
為
謝」
（『
桂
隠
詩
集」

巻
二）

で
は、
「
君
不
見
杜
少
陵
流
落、

澳
西
耕
稲
匈」
（
君
見
ず
や
杜
少
陵

流
落
し
て、

澳
西
に
稲
匈
を

耕
す
を）

と
述
べ、
「
贈
長
沙
王
自
得
用
之」
（「
桂
隠
詩
集」

巻
二）

で
は、
「
君
不
是
杜
少
陵 、

乱
離
西
滸
復
北
征」
（
君

是
れ
杜
少

陵
な
ら
ず
や、

乱
離
し
て
西
滸
し
復
た
北
征
す）

と
言
っ
て
い
る
か

ら、

杜
甫
の
詩
に
親
炎
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い。

柳
貫
の
「
五
月
十
一
日
痙
夭
後 、

独
坐
斎
中、

感
歎
成
詩」
（
全

五
二
旬。
『
待
制
集」

巻
二）

は
以
下
の
通
り
で
あ
る。

16
冥
然
如
大
麻

冥
然
と
し
て
大
採
す
る
が
如
し

17
児
年
継
十
三

児
の
年

綾
か
に
十
三

51
長
歌
痙
夭
詩

長
歌
す
痙
夭
の
詩

52
哀
深
得
無
涙

哀
し
み
深
く
し
て
涙
無
き
を
得
ん
や

こ
の
詩
に
は
失
っ
た
男
児
が
十
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る。

柳
貫
も
「
哀
伯
長
侍
講
・

伯
生
伯
庸
二
待
制 、

同
赴
北
都 、

却
還
夜
宿
聯
旬、

帰
以
示
予 、

次
韻
奴
体、

発
三
賢
一
笑」
（『
待
制

集』
巻
一）
で
杜
甫
「
石
櫃
閣」
（「
詳
注』
巻
九）
に
言
及
し
て、
「
杜

い
ぶ
か

詩
詫
蜀
険 、

高
有
石
櫃
閣」
（
杜
詩

蜀
の
険
な
る
を
詫
る、

高
き

に
石
櫃
閣
有
り）

と
言
う
か
ら
杜
詩
に
通
じ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
り、
「
風
疾
舟
中」

詩
も
踏
ま
え
た
上
で
「
痙
夭
の
詩」

と
言
っ

た
と
考
え
ら
れ
る。

こ
の
二
人
の
詩
で
は
少
な
く
と
も
「
痙
夭」

の

語
は
成
人
を
対
象
と
は
し
て
い
な
い。

以
上 、

要
す
る
に
「
痙
夭」

の
語
は、

杜
甫
が
晩
年
の
体
験
を
述

べ
る
た
め
に
用
い
た
も
の
で
あ
る。

た
だ
し
こ
れ
が
杜
甫
の
実
子
を

埋
葬
し
た
こ
と
を
言
う
の
か、

孫
を
埋
葬
し
た
こ
と
を
言
う
の
か
は

決
め
が
た
い。

強
い
て
言
う
な
ら
ば、
「
詳
注」 、
『
心
解」

が
述
べ

る
よ
う
に、

晩
年
に
亡
く
し
た
「
児
女」 、
「
小
女」

を
指
す
と
す
る

の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か。

注

(
1)
こ
の
詩
が
大
暦
五
年
冬
に
書
か
れ
た
絶
筆
と
見
な
せ
る
か
ど
う
か
に

関
し
て
は
議
論
が
あ
る。
例
え
ば
黄
生
『
杜
工
部
詩
説」
巻―
二
は

「
過
洞
庭
湖」
を
書
い
て
の
ち 、
大
暦
六
年
の
夏
に
岳
陽
で
没
し
た
と
言

い、
近
年
で
は
王
輝
斌
「「
風
疾
舟
中」
詩
新
説
ー

杜
甫
卒
子
大
暦
七
年

考」
（『
杜
甫
研
究
新
探
L

黄
山
書
社、
二
0
I
 

I

)

が、
大
暦
七
年
（
七

七
二）
の
春
に
は
長
沙
で
「
健
在」
で
あ
り、

没
し
た
の
は
こ
れ
よ
り

や
や
後
の
こ
と
で
あ
る
と
し、
こ
の
詩
は
大
暦
四
年
に
書
か
れ
た
す
る。

以
下、
こ
の
詩
を
「
風
疾
舟
中」
詩
と
略
称 。

(
2)
第―
二
旬
に、
「
群
雲
惨
歳
陰」
（
群
喪

歳
陰
に
惨
た
り）
と
あ
り、

第一
五
句
に、
「
鬱
鬱
冬
炎
療」
（
鬱
鬱
と
し
て
冬
に
炎
痛
あ
り）
と
あ

る。

(
3)

林
継
中
「
杜
詩
趙
次
公
先
後
解
朝
校』
己
峡
巻
之
六
（
上
海
古
籍
出

( 1 1 )  



版
社、
一
九
九
四）
に、
「
上
句
則
公
必
有
喪
子
之
禍 、

但
無
所
考
癸 ゜

灌
岳
征
西
賦
曰、

…
… 。

李
善
注
引
岳
傷
弱
子
序
曰、

…
… 。

則
痙
夭

両
字
分
明
癸 。」
（
上
句
は
則
ち
公
必
ず
子
を
喪
う
の
禍
有
り、

但
だ
考

う
る
所
無
き
の
み。

灌
岳
の
征
西
の
賦
に
曰
う、

…
…
と。

李
善
注
に

岳
の
弱
子
を
傷
む
序
を
引
き
て
曰
う、

…
…
と。

則
ち
痙
夭
の
両
字
は

分
明
な
り。）
と
あ
る。

(
4)

拙
稿
「
哀
辞
考」
（『
中
国
中
世
の
哀
傷
文
学」
研
文
出
版、
一
九
九

八
所
収）
参
照。

(

5
)

『
読
杜
詩
説』

巻
二
〇 、
「
簡
呉
郎
司
法」

の
注
に、

顧
痰
が
呉
郎
は

杜
甫
の
「
姻
姫」
（
妻
の
姉
妹
の
夫）
と
見
な
す
の
は
誤
り
で、

杜
甫
の

「
壻」
（
娘
の
夫）
で
あ
る
と
言
う。

(

6
)

謝
論
文
も
指
摘
す
る
よ
う
に、

四
川
省
文
史
研
究
館
「
杜
甫
年
譜」

（
四
川
人
民
出
版
社、
一
九
五
八）
も
「
読
杜
詩
説』
と
同
様
に、
「
入

衡
州」

の
「
猶
乳
女
在
労」

の
句
と
「
痙
夭」

と
を
関
連
づ
け
て
次
の

よ
う
に
述
べ
る。

帯
叙
其
幼
女
夭
亡
痙
於
路
側
云、
「
痙
夭
追
港
岳 、

持
危
覚
部

林O
J

入
衡
州
詩
中
曾
提
到
此
女
尚
在
餓
乳 、

有
「
猶
乳
女
在
労
l

之
句、

而
此
言
痙
夭 、

則
所
夭
者
必
此
最
幼
之
女。

(

7
)

杜
甫
が
未
陽
に
宗
文
を
埋
葬
し
た
と
黄
鶴
が
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て、

「
仇
注」

と
比
較
し
て
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る。

其
所
拠
則
風
疾
舟
中
伏
枕
書
懐
詩
「
痙
夭
追
灌
岳」

旬、

及
下
旬

渇
死
事
也。

今
按
入
衡
州
云
「
猶
乳
女
在
傍」 、

夭
者
想
是
此
女
耳 ゜

溜
岳
征
西
賦
「
…
…」 、

公
詩 、

用
此
事、

於
哺
乳
之
女
乃
切
当。

若
宗
文、

是
時
計
年
巳
及
冠 、

得
謂
為
赤
子
耶
？
…
…

今
按
一
覚
部

林」 、

覚
痙
夭
之
所
也
（
部
林
考
父
死
処 、

故
得
借
用
以
言
芝
所） 、

「
持
危」

謂
忍
渇
冒
死
以
覚
之
也。

詩
題
本
云
「
舟
中
伏
枕」 、

上
句

又
云
「
行
薬
病
溶
溶」 、

下
旬
云
「
躁
詑
翻
学
歩」 、

則
是
力
疾
痙
夭 、

行
歩
鄭
難 、

故
云
一
持
危」

耳 ゜

仇
注、
一
部
林、

謂
老
行
須
杖」 、

亦
勝
於
鶴
説
百
倍 。

(

8
)

曹
植
「
金
狐
哀
辞
序」
（「
芸
文
類
衆」

巻
三
四）
は、

長
女
の
金
狐

の
死
を、
「
生
十
九
旬
而
夭
折、

乃
作
此
辞 。」
（
生
ま
れ
て
十
九
旬
に

し
て
夭
折
し、

乃
ち
此
の
辞
を
作
る。）
と
述
べ
る。

(

9
)

『
詳
注」

巻
二
三
は
「
風
疾
舟
中」

詩
の
末
尾
に、
『
綿
竹
県
志』
に

宗
文
は
杜
甫
と
と
も
に
長
江
を
下
ら
ず
に
蜀
地
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
り、

そ
の
子
孫
の
杜
準
は
綿
竹
（
四
川
省
綿
竹
県）

の
県
令
で
あ
っ
た
と
い

う
記
載
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る。

考
「
綿
竹
県
志
r
宗
文
十
代
孫
準、

世
居
青
城 、

宋
皇
祐
五
年

(1
0
五
三）

為
綿
竹
令。

此
拠
嘉
靖
辛
丑
(-
五
四
一
）

氏
族
譜

所
載、

近
年
王
御
史
謙
言
宰
綿
竹
時
採
入
新
志。

宗
文
曾
留
蜀 、

是

亦一
證。

此
事
有
関
少
陵
世
系、

今
補
録
於
斯゚

考
う
る
に
『
綿
竹
県
志』
に、

宗
文
の
十
代
の
孫
準、

世
:

青
城

に
居
り、

宋
の
皇
祐
五
年
(1
0
五
三）

綿
竹
の
令
と
為
る
と。

此

れ
嘉
靖
辛
丑
(-
五
四一
）

の
氏
族
譜
の
載
す
る
所
に
拠
り、

近
年

王
御
史
謙
言

綿
竹
に
宰
た
り
し
時
新
志
に
採
入
す
と。

宗
文
曾

て
蜀
に
留
ま
る、

是
れ
亦一
證
な
り。

此
の
事
は
少
陵
の
世
系
に
関

わ
る
こ
と
有
れ
ば、

今
斯
に
補
録
す。

類
似
し
た
記
載
は、

陸
滸
「
野
飯」
（
銭
仲
聯
『
剣
南
詩
稿
校
注」

（
上
海
古
籍
出
版
社、
一
九
八
五）
巻
五、

全
二
〇
旬）
に
一
可
憐
城
南

( 12) 



杜 、

零
落
依
澗
曲 、

面
餘
作
詩
痩 、

趨
拝
尚
不
俗
（
憐
れ
む
可
し
城
南

の
杜 、

零
落
し
て
澗
曲
に
依
る、

面
餘

詩
を
作
り
て
痩
す
る
も、

趨

拝

尚
俗
な
ら
ず）
と
い
う
句
が
あ
り、

そ
の
「
自
注」
に、
「
杜
氏
自

譜 、

以
為
子
美
下
破 、

留一
子
守
浣
花
旧
業、

其
後
避
成
都
乱 、

徒
眉

州
大
垣
或
徒
大
蓬
云。」
（
杜
氏
自
譜
に、

以
為
く
子
美

峡
を
下
る
に

一
子
を
留
め
て
浣
花
の
旧
業
を
守
ら
し
む、

其
の
後
成
都
の
乱
を
避
け、

眉
州
大
垣
に
徒
り
或
い
は
大
蓬
に
徒
る
と
云
う。）
と
あ
る
の
と
関
連
し

よ
う。

た
だ
し
仇
兆
蒸
は、
「
杜
公
去
成
都 、

正
当
雀
肝
之
乱 、

焉
得

拠
留一
子。

公
之
子
見
於
詩
中
者、

止
宗
文
・

宗
武 、

不
聞
更
有
別
子。

此
事
猶
属
可
疑。」
（
杜
公
の
成
都
を
去
る
は、

正
に
雀
肝
の
乱
に
当
た

る、

焉
ん
ぞ一
子
を
拠
ち
留
む
る
を
得
ん
や。

公
の
子
の
詩
中
に
見
ゆ

る
者
は、

止
だ
宗
文
・

宗
武
の
み、

更
に
別
子
有
る
を
聞
か
ず。

此
の

事
猶
お
疑
う
可
き
に
属
す。）
と
見
な
し
て
い
る。
な
お
王
輝
斌
「
奨
晃

「
杜
工
部
小
集
序」
質
疑」
（「
杜
甫
研
究
新
探」
黄
山
書
社、

二
0
-―
)

も
奨
晃
「
杜
工
部
小
集
序」
の
述
べ
る
と
こ
ろ
と
合
わ
せ
て、

こ
の
説

を
否
定
し
て
い
る。

(
10)
「
杜
甫
親
咎
交
遊
行
年
考」
は
杜
甫
の
妻
楊
氏
は
大
暦
二
年
（
七
六
七）

前
後
に
雙
州
で
卒
し
た
と
推
定
し、
「
秋
日
雙
府
詠
懐
奉
寄
鄭
監
李
賓

客
二
日
韻」
（「
詳
注」
巻一
九）

以
降
の
詩
に
は
「
老
妻」

の
語
が
見

え
ず、

代
わ
っ
て
「
山
妻」

の
語
が
現
れ
る
と
述
べ、

こ
れ
を
楊
氏
が

甍
州
で
没
し
た
こ
と
の―
つ
の
根
拠
と
し
て
い
る。

た
だ
し
実
際
に
は、

「
老
妻」

の
語
が
見
え
る
の
は
広
徳
二
年
（
七
六
四）
の
秋 、

成
都
で
書

か
れ
た
「
遣
悶
奉
呈
厳
公
二
十
韻」
（「
詳
注」
巻一
四）
に、
「
老
妻
憂

坐
痺 、

幼
女
問
頭
風」
（
老
妻
は
坐
痺
を
憂
え、

幼
女
は
頭
風
を
問
う）

と
あ
る
の
が
最
後
で
あ
る。

な
お、

最
晩
年
の
「
逃
難」
（「
詳
注」
巻

二
三）
に
は、
「
妻
挙
復
随
我 、

回
首
共
悲
歎」
（
妻
努

復
た
我
に
随

い、

首
を
回
ら
し
て
共
に
悲
歎
す）

の
句
が
あ
り、

こ
の
「
妻
李」

が

楊
氏
と
子
供
を
指
す
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い。

(
11)
「
詳
注」
に、
「
郵
林、

謂
老
行
須
杖 。」
（
部
林
は、

老
行
に
杖
を
須

い
る
を
謂
う。）
と
あ
る。

(
12)
字
は
桂
翁 。
「
元
史」
巻一
九
0
に
伝
が
あ
る。

(
13)
字
は
道
伝。
「
元
史」
巻一
八一
に
伝
が
あ
る。

（
北
海
道
教
育
大
学）
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